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Abstract

To study thc relationship between occurrence of injuries and length of practice of

kcndo, wc recorded the injuries which rxcurred in a college keDdo team as well as lengths

of keDdo practic€s (Kihon-keiko, Ji-keiko, lGkari-keiko, shiai-keiko, Kara-keiko) during one

season.'Iweoty-nine out of .15 college kendo players experienced injuries duriDg the season.

'Ihe highest (xcurrence rate ol injuries was observed in freshmen. Injuries occurred more

frequently in April, June, Augusl. and October than iD olher months, and lhe schedules of

competitions and a camp for lr.rilting nlighl rlffecl the high injury rales in those nlonths.
'lhe higher occurreDce parts of injuries were Achilles teodon, lower back, sole, ankle joiDl,

and the leg. 'l'he occurrence of injuries per Dlol]lh were rclaled to the lelrgth of keDdo

practices. We corcluded lhal the planning of practic€ progranb consideriog lhe seasolal

schedule was inrportant to prevenl the iDjuries and ilnprovemell of perforntance, as wcll as

active approaches to the freshnren al]d the higher occurreDce parts of injuries, and that

mcdical slalfs had important roles to do so.
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1 目的
競技スポーツ選手が高いパフォーマンスを発揮

するためには,心・技・体のバランスのとれたコ

ンディションが必要である。いずれの要素が欠け

ても良い成績を収めることは難しい。スポーツ傷

害は,競技スポーツ選手のコンディションを崩す

大きな要因の 1つである。そのため,競技スポー

ツにおける傷害の予防は,選手の競技力向上のた

めに必要不可欠な課題であるといえる。近年,ス

ポーツ傷害についてさまざまな検討がなされてい

るが,これは,このような背景を反映しているの

であろう。

剣道においても傷害の実態調査が行なわれ,剣

道におけるスポーツ傷害が明らかにされてきてい

る
12?10131417:し かし,剣道におけるス
ポーツ傷害について縦断的に検討したものは少な

く,我々が知る限リスポーツ安全協会による資料
19の
みである。

一方,我々は先行研究
1・

において大学剣道部

員を対象に,剣道における傷害を受傷時の練習状

況と競技特性から分析し,傷害の予防と競技力向

上のために組織的な対策が必要であることを指摘

した。我々は,この先行研究をもとに,T大学輿l
道部において健康管理サポートチームを組織し,

部員の健康管理を組織的に試みてきた
H:D。
こ

の健康管理サポートチームの活動の 1つに,T大
学剣道部における傷害と稽古の継続的記録がある。

本研究では,これらの記録からT大学剣道部にお

ける傷害と稽古の実態を把握すると共に,傷害発
生と稽古時間との関係を分析し,実際の競技現場
における傷害の予防に役立たせたいと考えた。

‖ 方法
A.対象
本研究における対象は,T大学剣道部において,
全日本学生大会での優勝と将来剣道の指導者とし

ての理論と技能の習得を目的とし,そのための専
門的な稽古を週に6日 間行なっている大学剣道選

手45名である。対象の多くは,高校総体や国体出
場経験を有する体育学生である。

B.傷害記録
1992年 10月 ～1993年 9月 の 1年間において,T
大学剣道部健康管理サポートチームに対し,何ら

かの傷害に対する処置を求めた選手について,傷

害発生時期および傷害部位を質問紙法により記録

した。また,詳細については面接法により回答を

得た。

C.稽古記録
組織的健康管理活動の一貫として,1992年 10月

～1993年 9月 にT大学剣道部で行われた稽古の内

容について記録した。稽古記録の内容は以下の通

りである。

1.稽古年月日
2.稽古内容
1)稽古開始・終了時亥1
2)稽古の内容と時間 (基本稽古,地稽古 ,
掛かり稽古,試合稽古,形稽古)

3.その他 (特記事項)
D.検討項目
得られた傷害記録と稽古記録について以下の検

討を加えた。

1.T大学剣道部における傷害の実態の把握
傷害発生数および傷害部位を月別および学年

別に検討した。

2.T大学剣道部における稽古の実態の把握
得られた稽古記録から,1992年 10月 ～1993年

9月 の 1年間において,T大学剣道部で行なわ
れた稽古時間を内容別および月別に検討した。

3.T大学剣道部における傷害発生率の把握
得られた傷害記録から傷害発生率を月別およ

び学年別に算出した。

4.T大学剣道部における傷害発生と稽古との
関係

T大学剣道部における傷害発生と稽古時間と
の関係を,重回帰分析を用いて検討した。

‖ 結果
1.T大学剣道部における傷害の実態
1992年 10月 ～1993年 9月 において,T大学剣道
部健康管理サポートチームに傷害 (疼痛)に対す
る処置を求めた選手は合計29名 (66件)であった。
これらの部位別内訳をみると (図 1),アキレス
腱および腰部がそれぞれ13件 ,足底部10件 ,足関
節 6件 ,下腿部 5件が多かった。これら66件の中
で明らかなスポーツ傷害と診断されたものは19名

(22件)であった。それらの部位別内訳では,ア
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表 l T大 学剣道部における月別 。学年別l傷害発生数

_ 月  92年 10月  H月  12月  93年 1月  2月   3月  4月   5,1  6月   8月   9月  総数(4:)
傷害奥 7■l__f____ユ ___F__  3   5   2  13  5   8   8   5  66

17

17

15

17

4年

3年 41103010232
2年 42120022011
1年 O o o o o 2 7 2 4 1 1

表 2 T大 学剣道部の稽古時間

稽古内容 ∞年10月  11月  12月 93年 1月  2月  3月  4月  5月  6月   8月  9月 計(分〉
基本稽古(分)  250  50  0   1%  o 280  0  25  0 325  95 12∞
地稽古(分) 12∞  1355 6u1  625 aX1 510 1710 ■3C1 1287 4る  880 10432

掛かり稽古く分)  120 1Ъ  llX1  3∞   50  " 240 245 228  
“

 358 1991
試合稽古(分)  120 5“   0 0     0   350   515   380   306   175   555   2985

形稽古(分)   O  o  o   o  o  o  o  40 130  0  0  170

囃酪邸鰤瑯廓既印酪郵螂邸欄脚麺柳

キア

図 l T大 学剣道部における部位別傷害数
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図 2 T大 学剣道部の稽古時間

キレス腱 9件 (腱炎8件,腱断裂 1件),下腿部
3件 (〃F腹筋断裂 2件,胆骨過労性骨膜炎 1件),
肩部 2件 (イ ンピンジメント症候群 1件,骨折 1
件),腰部 2件 (腰痛症 1件,腰椎椎間板ヘルニ
ア1件),足底部 2件 (足底筋膜炎 2件),足関
節 1件 (捻挫),手関節 1件 (腱鞘炎)であつた。
1992年 10月 ～1993年 9月 にT大学剣道部で発生
した傷害について,月 別・学年別傷害件数を表 1

に示す。月別傷害発生件数では,4月 が13件 と最
も多く,次いで10月 ,6月 および8月 がそれぞれ
8件 ,H月 ,5月 および 9月がそれぞれ 5件であ
った。学年別年間傷害件数には差は認められなか

った。しかし,学年別傷害件数を月別にみると,
3・ 4年における月別傷害件数には顕著な差は認

められないのに対し, 1年生では4月 における傷

害件数が極めて多かつた。

2.T大学剣道部における稽古の実態
1992年 10月 ～1993年 9月 におけるT大学剣道部
の稽古時間を表2および図 2に示す。この 1年間

において,T大学剣道部で行われた総稽古時間は
16778分であった。稽古内容別に年間稽古時間をみ

ると,地稽古が10432分,試合稽古が2986分 .掛か

り稽古が1991分,基本稽古が1200分 ,形稽古は 170

分であった。

月別に総稽古時間をみると,4月 (2465分),
H月 (2165分),6月 (1950分),9月 (1888分 ),

47

15(例 )
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5月 (1820分)の稽古時間が多かった。また,月

別に稽古内容別時間をみると,基本稽古は 8月

(325分 ), 3月 (280分),10月 (250分)に多
く,地稽古は 4月 (1710分 ),H月 (1355分),
6月 (1287分 )に多かった。掛かり稽古は 9月

(358分 ), 1月 (300分 ), 5月 (245分), 4
月 (240分),6月 (228分 )に多く,試合稽古は
H月 (585分), 9月 (555分), 4月 (515分 )
に多かつた。形稽古は 5月 (40分 )お よび 6月

(130分 )のみに行なわれた。
3.T大学剣道部における傷害発生率
部員数からみた傷害発生率を算出すると,T大
学剣道部全体における年間当たりの傷害発生率は

64:4%と なった。各学年における年間傷害所有率

は4年生では 1人当たり1.2件 , 2年生では1.4件 ,
3年生では1.6件 , 1年生では1.7件であり,学年
が下がるほど傷害所有率は増加した。また各学年

における年間傷害発生率は,4年生では0.82人に
1件,3年生では0.70人に 1件,2年生では0.60
人に 1件 , 1年生では0.58人に 1件であり,学年
の低下に従い傷害発生率は増加した。

総稽古時間からみた傷害発生率は,T大学剣道
部全体では 1件/254分であった。学年別に検討す

ると4年生および 3年生は 1件 /987分 ,2年生は
1件/H19分 , 1年生は 1件/540分であり,1
年生における傷害発生率が最も高かった。

4.傷害発生と稽古時間との関係
傷害発生数をY変数,形稽古を除く稽古内容別
の稽古時間をX変数とする重回帰分析を行ったと
ころ,次のような重回帰式が得られた。
Y=0.006 X l+0.007X2-0.004X3~0.003X4

-0.1(R2=0.571)

Xl=基本稽古時間 (分),X2=地稽古時間 (分 ),
X3=掛かり稽古時間 (分),X4=試 合稽古時間
(分 )

lV 考察
1992年 10月 ～1993年 9月 において,T大学剣道
部では66件 (29名 )の傷害が発生し,T大学剣道
部の部員数からみた傷害発生率は64.4%で あった。
この66件の傷害の中で明らかなスポーッ傷害と診

断されたもの (19名 ,22件 )のみについてみても,
その傷害発生率は35.5%で あった。スポーッ安全

協会の資料によれば
191剣
道における傷害発生率

は約0.34%と 報告されており,本研究における傷
害発生率と大きな差が認められる。この結果の相

違には,調査対象の競技団体の特性が強く関与し
ていると考えられる。すなわち,T大学剣道部の
ように剣道の専門家を目指すような専門家集団で

は,実際はこれまでの統計には現われていない傷
害が多い可能性である。実際には競技レベルの高

いところでは,身体に何らかの問題を抱えながら

競技を行なっているものが非常に多いのかもしれ

ない。

第 2に ,多くの剣道団体において,競技の現場
と密着したサポート組織が少ないことも関与して

いるであろう。大学剣道界において,こ のような

健康管理サポートチームが組織されているのはT
大学剣道部以外には見当たらず,このような組織

があることによって,これまで無視されていた傷

害が現われてきたと考えることもできる。現在,
T大学剣道部以外の剣道の専門家集団におけるこ
のような統計資料は見当たらないが,少なくとも
T大学剣道部では剣道の傷害発生率は低いという

常識は当てはまらないようである。

第 3に ,剣道選手および指導者の健康管理に対
する意識の低さが考えられる。天野と中川は

3),

一般に競技レベルが高いほど,選手の健康管理に
対する意識は高いことを報告した。しかし,日本

体育協会「国体選手の健康管理に関する研究」中

央企画班が,平成 2年度の国体に出場した選手お
よび指導者に対して行った健康管理に関する調査

報告
lの
によれば,競技レベルの高い剣道選手およ

び指導者において健康管理に対する意識は高いと

はいえなかった。健康管理に対する意識が低いた

めに,実際には発生していた傷害が傷害として認
識されていなかった可能性

1の
も考えられる。

スポーツ医学に関わる者にとって傷害の予防は

極めて重要な課題である。本研究における総稽古

時間からみた傷害発生率は,T大学剣道部におけ
る健康管理サポートテームの傷害予防活動への取

り組み方を示唆している。T大学剣道部全体にお
ける 1件/254分 という傷害発生率は,T大学剣道
部では約254分 に 1件の割合で傷害が発生して
いたことを意味する。この割合からすると,ある
1か月間の稽古時間が254分以内であれば,そ
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の間に傷害が発生する確率はかなり低くなるはず

である。しかし,1か月間の稽古時間を254分以内

にするには, 1か月に25日 間稽古するとして, 1
日あたりの稽古時間を10分以内にしなければなら

ない。したがって,T大学剣道部における傷害予
防活動の実践にあたっては,漠然と傷害予防対策
を考え,実践するのではなく,傷害は起こり得る
ことを前提に傷害予防対策を講じる必要があろう。

本研究において,傷害発生数と稽古時間との重

回帰分析により決定係数R2=0.571の重回帰式が

得られた。スポーツ傷害の発生要因として■,1ぶ
レーニングに関係した要因(強度 ,時間,頻度),

選手の身体的特性に関係した要因 (筋力不足,柔
軟性の欠如,骨格上の問題など)45891618:
環境要因 (外的環境条件,設備,道具など)',
技術要因
610な
ど,さ まざまな要因があげられて

いる。本研究における重回帰式の傷害発生予測式

としての有効性は高いとはいえないが,このよう

に多くの要因があるなかで,T大学剣道部におけ
る傷害発生数の変動の約 6割が稽古時間によって

説明できる点は注目される。

一方,T大学剣道部における月別傷害発生数は
4月 ,6月 ,8月 ,10月 において高率であつた。
これらの時期をT大学剣道部における年間スケジ
ュール (図 3)と の関係から考えると,4月 は春
季三大会,6月 は全日本個人大会,10月 は全日本
男子団体大会を控える時期であり,8月 は9月 の

秋季大会を控えて強化遠征合宿が行われる時期で

ある。

これらのことから,T大学剣道部における傷害
発生は,特に大会を中′きにした年間スケジュール

とそれに基づく稽古時間との関係が深いと考えら

れる。これらの時期における健康管理サポートチ

ームのより積極的なアプローチが必要であると同

時に,年間スケジュールに基づく稽古計画の立案

が傷害予防には極めて重要であると考えられる。

稽古計画の立案においては,大会等のスケジュー

ルに合わせた稽古目標と稽古内容が決定される。

そこで,設定した目標が達成される範囲内で稽古

内容の組み合わせを変えたり,各稽古時間を増減

させることによつて,起こり得る傷害を最少限に

留めることも可能であろう。

10月

H月

全日本学生剣道優勝大会

新年度開始

全日本女子学生剣道優勝大会

12月

1月

寒稽古

2月

3月

春季強化合宿

4月

5月
関東学生剣道選手権大会

関東女子学生剣道選手権大会

関東学生剣道新人優勝大会
6月

全日本学生剣道選手権大会
全日本女子学生剣道選手権大会

夏季休暇

夏季強化合宿

関東学生剣道優勝大会

関東女子学生剣道優勝大会

8月

9月

図3 T大学剣道部の年間スケジュール
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